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研究課題名 蛋白質生合成系の有機化学的拡張と合成生命体の創成

研究の概要等 地球上のすべての生命体は同じ２０種類のアミノ酸から構成される蛋白質を用い

て、その生命機能を営んでいる。本研究はアミノ酸の種類を２０種類以上に増やし

た新しい生命体の創成に挑戦するものである。

そのため生体内の蛋白質生合成に関与する分子群、すなわち核酸や種々の酵素を

有機化学的に改変あるいは人工物置換し、より多種類のアミノ酸を許容する生合成

系を構築する。またその応用として蛍光発光や電子の授受などの人工機能を持つ蛋

白質を作製する。これにより、種々の薬物のスクリーニングや微量生体成分のセン

シング機能を持つ有用蛋白質が作製できるようになる。具体的には （１）天然の、

核酸より強く、かつ配列特異的に結合する人工核酸の作製 （２）人工核酸を用い、

て転移 を確実に識別し、特定の だけに特定の非天然アミノ酸を担RNA(tRNA) tRNA

tRNA持させる方法 非天然アミノアシル化法 の確立 ３ 非天然アミノアシル化（ ） 、（ ）

をリボソームに効率よく導入させ、非天然変異蛋白質を大量に合成する方法の開発

を行い、さらに（４）これらの拡張系を生きた細胞に導入し、合成生命体を作製す

ることを行う。
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